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市
外
で
開
催
さ
れ
る
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
講

座
な
ど
の
研
修
に
参
加
さ
れ
る
方

に
対
し
て
、
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

■
補
助
の
対
象
者

　

市
内
在
住
者
で
、
ほ
か
の
公
的

機
関
か
ら
補
助
を
受
け
な
い
方

■
補
助
金
額

　

研
修
参
加
に
要
す
る
旅
費
の
う

ち
、
２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

男
女
共
同
参
画
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
５
２
５
）

　

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
と

共
同
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体
に

対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
支
援
の
内
容

〇
開
催
経
費
の
５
分
の
４
以
内
を

助
成
（
１
件
当
た
り
３
万
円
）

〇
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ア
ド
バ
イ
ス

の
提
供

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９―

９
２
６―

１
６
３
３

　

平
成
19
年
成
人
式
は
、
次
の
２

会
場
で
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
対
象
地
域
に
よ
っ
て
会
場

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
期
日　

平
成
19
年
１
月
７
日
㈰

■
会
場
・
開
式
時
間

〇
東
予
・
丹
原
地
域
の
方

　

丹
原
文
化
会
館　

10
時
30
分

〇
西
条
・
小
松
地
域
の
方

　

総
合
文
化
会
館　

13
時
30
分

■
対
象
者

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係（
内
線
５
２
３
２
）

　

病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

事
由
に
よ
っ
て
、
中
学
校
等
を
卒

業
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方

に
対
す
る
中
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

〇
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
に
満

15
歳
以
上
に
な
る
方

〇
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
で
、

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
に
満

15
歳
以
上
に
な
る
方

■
試
験
日　

11
月
６
日
㈪

■
試
験
場　

愛
媛
県
庁

■
願
書
受
付
期
間

　

８
月
25
日
㈮
〜
９
月
12
日
㈫

■
問
合
せ　

　

県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

℡
０
８
９―

９
４
１―

１
２
１
２

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
研
修

参
加
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

女
性
の
文
化
活
動
・
地
域
活

動
な
ど
を
支
援
し
ま
す

平
成
19
年
成
人
式
の

日
程
・
会
場
が
決
ま
り
ま
し
た

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　中国河北省にある保定市と西条市は、友好都市締結を交わして
おり、市では市民間の草の根交流を図るため、次の支援を行って
います。保定市を訪問して、友好交流を深めてみませんか。

問合せ　市庁舎本館総務課　国際交流係　内線2526

　団員の方には、訪中の活動計画などを協議いただき、西条市と
保定市が協力して訪中を支援します。
■訪中日程　９月下旬（３泊４日）予定
■対象者　市内に在住・通勤・通学する方
■経費　１人当たり約12万円　　■応募期限　７月31日(月)  
※応募が少数の場合、中止になる場合があります。

市民訪中団の団員を募集します

市民の保定市訪問団へ補助金を交付します

　自主的に保定市を友好訪問する訪問団に、市では訪問計画の相
談や補助金の交付などの支援を行います。
■補助金の交付条件
〇市民間の友好親善を目的とすること。（営利目的などを除く）
〇市内に在住・通勤・通学する中学生以上の方５人以上で組織さ
　れた訪問団で、市内在住者が過半数を占めること。
〇保定市に２日以上滞在すること。
〇他の公的機関から補助を受けないこと。　　　
〇一度補助金を受けた団員には、２年間再交付されません。
■補助金額　団員１人につき３万円を限度として、予算の範囲内
　で決定します。

平成21年５月までに

裁判員制度
 がはじまります！

Ｑ．裁判員制度とは、どのようなものですか？
Ａ．裁判員制度は、国民の皆さんに裁判員として殺人罪などの重大な事件について
　刑事裁判に参加してもらい、被告人が有罪かどうか、有罪の場合どのような刑に
　するかを裁判官と一緒に決めてもらう制度です。
Ｑ．なぜ導入されるのですか？
Ａ．国民の皆さんが裁判に参加することによって、法律の専門家ではない国民の感
　覚が、裁判の内容に反映されることになります。その結果、国民の皆さんの司法
　に対する理解と信頼が深まることが期待されています。
詳しくは…　松山地方裁判所ホームページ　http://www.courts.go.jp/matsuyama/


